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i,AIA十 L/BIB- ycIC十 yxlX
I/Ⅹ2Ⅹ十 yD2Ⅰ)→ LJE2E十 yF2F
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-fixr*'dxr*′十TediS=∑xγdxγ~∑(∑申 ip-Ap)dfpγ β i (2.14)
これは,右辺を原因,左辺を結果とした自由エネルギー変換のための因i果関係を表わしている｡









































は外部系∑*に対応 しているOさらに起電力 eは一般化力 xγに,電荷 Z は一般化変化量xγに
対応する｡この系における熱力学カップリングの式は次のように与えることができる｡
6*dz*-TediS--edz (3.5)
明らかなように,準静的充電過程 (TediS-o)の場合に最大仕事 6*dz*-maximum を
得ることができる｡電荷の流れに対して
dz=-dz*>0 (3.6)
の関係があるので, (3.5)式はエントロピー生成の式として次のように与えることができる｡
-1
diS-Te (6-6*)dz≧0 (3.7)
熱力学カップリングのある系のエントロピー生成の一般形式はまだ研究されていないが, (3.
7)式はその特殊な例を与えている可能性がある｡
4.ま と め
熱力学カップリングの基本式が自由エネルギーの有効利用の立場から定式化された｡この基
本式は特別な場合として最大仕事の原理を与える｡簡単な応用例として可逆電池の充電が取扱
われた｡この応用により,熱力学カップリングのある系のエントロピー 生成の形式が与えられ
たが,これは本来それ自身では自発的に進まない coupled過程を含む系のための非平衡熱力
学によって取扱われるべきであろう｡
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